
生活習慣につなげるメディア利用のルールづくり【岩手県】

■団体の名称 ■連携している団体

■背景・ねらい

■活動内容

■成果

教育振興運動舞川実践区

一関市立舞川幼稚園（PTA）
一関市立舞川小学校（PTA）
一関市立舞川中学校（PTA）
一関市舞川市民センター
行政（市教育委員会、市まちづくり推進部）

舞川地区では長年にわたり、岩手県独自の運動である「教育振興運動」を通じ、教育環境の向上の実践を、
地域総ぐるみで積み重ねている。近年は同運動の令和２年度～６年度の取組の重点項目である「情報メディア
との上手な付き合い方」について、幼稚園や小学校、中学校、市民センターが連携して取り組んでいる。
家庭や地域住民、子どもが「情報メディアとの上手な付き合い方」について一緒に考え、地域全体で目標を

共有するとともに、子どもたちが望ましい生活習慣を確立することをねらいとしている。

・ 家庭での絵本の読み聞かせにより、メディアに触れる時間
が減り、親子の触れ合いの時間の創出につながった。

【一関市立舞川幼稚園】
・「見つめようカード」の取組では、全体の約７割の児童が、
「夜の８時を過ぎたらゲームをしない」の項目を７日間全て
達成できた。 【一関市立舞川小学校】

・「情報機器の使用を控えて、学習や読書にあてた時間」の
平均が一人あたり約90分となった。【一関市立舞川中学校】

・市民センターが、幼稚園と小中学校における実態や発達段階
に応じた取組をコーディネートすることにより、地域全体で
同じ目標を共有することにつながっている。

【一関市舞川市民センター】

○一関市立舞川幼稚園
「本を読んでケーキをかざろう」
メディアを使わず、各家庭での絵本の
読み聞かせを促す取組
○一関市立舞川小学校
「見つめようカード」～目標に向かって
親子でコミュニケーション～
メディア利用のルールづくりの取組

○一関市立舞川中学校
「メディアコントロールデイ」
情報機器の適正な使用について家庭内
で話し合う機会をもつ取組
○一関市舞川市民センター
家庭でのインターネット利用のルール
づくりについて啓発リーフレットを作成
して域内全戸に配付


